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論 文内容の要旨

HVJウイルス粒子をアルカリ ・エ7 ゾール処慨すると、外被は可溶化 L、6-IOSのsubunitsに解

離した。

8io-gel A 15mまたは SephadexG200のゲルiF過によりエ7 ゾ-1レを除去すると、解除していた外被

Subunitsは会合し外被断片を形成した。この再織成外被は赤血球凝集能、浴血能、細胞触合能や ne

uraminidase活性を持っていた。

再構成外被の形態は一様ではなく 、種々な数のスパイクが放射状、手IJ状、または国状に配列していた。

再構成蛋白の外被は SDSを含んだポ ')アクリ ルアミドゲルでの電気泳動で2種類に分れた。再精11X

外被をアルカリ ・エ7 ゾール処理すると再びsubunitsに解離した。

論 文 の 審 査結果の要旨

被膜動物ウィルスの膜の生物学的意義についてはなお不明の点が多い。この問題を研究する一つの

方法が肢の再織成である。イン 71レエンザウィルスでは SDSを用いて膜の最も単純なレベルでの再

精成に成功しているが、パライン 71レエンザ・ウィルスでは SDS法で肢の再構成ができないのみならず

膜結合生物活性がすべて破壊されてしまう。

清水君は、アルカリ・エマゾール処理法により、パラインフルエンザ ・ウィルス (HVJ)の外被肢を

可溶化し、この可溶化成分(6-10S)からgeトfi1trationでエ7 ゾーんを除去することにより膜断肘喜

造物の再構成に成功し、この膜待造物のE首位質を研究した。

再精成膜はもとの膜にみられたすべての生物活性ー ノイラミニダーゼ，血球凝集能、協血能、細胞融

合能ーをも っており 、もとの践と同じか、それに極めて近い構造をも っていると考えられる。

他の界面活性剤 (DOC.NP40)を用いた再構成膜では溶血能或いは細胞、融合能を欠くので、アルカリ

エ"?Iール法での再構成がもとの膜の再械成による研究に最も適した場を提供する。
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またポリアクリルアマイドゲル電気泳動による分析によりこの再構成膜は二種類の主ポリペプチッ

ドより成ることがわかり生体膜研究のの最も単純なモデルのーっとなりうるものと思われる O

本論文はウィルスの膜構造に関し有意義な知見を与えるものであって理学博士の学佐論文として充

分価値あるものと認める O
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